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は じ め に 

 

平成18年度(2006年度)からの15年間を見据えた、新たな時代のまち

づくりの指針となる吹田市第３次総合計画の実現のためには、社会の変

化や市民ニーズを的確に見通し、計画的に取り組んでいく必要があります。

このため、第３次総合計画の施策の大綱に沿って、本市が平成22年度(2010

年度)から平成26年度(2014年度)までの５か年に取り組む事業の概要を示す

実施計画を策定しました。 

本実施計画の策定にあたりましては、市民と行政の役割分担がどのように

あるべきかという観点に立って、それぞれの役割を担う「協働と協育そして

協創」を市政運営にあたっての基本理念とし、最適な担い手を検証する事業

仕分け評価や、目的・対象の妥当性、事業成果、優先性等について点検・評

価し、改善につなげる行政評価を行ったうえで、事業の選択に努めました。 

今日の急激な経済状況の悪化により、本市は大変厳しい財政状況にあります

が、この事業計画の推進に際しましては、あらゆる工夫をこらして財源の確

保に努めるとともに、むだを省き、効果的な行財政執行により、新しい時代

の諸課題に積極的に取り組み、施策を推進してまいります。 

今後とも、本市の将来像であります「人が輝き、感動あふれる美しい

都市
ま ち

 すいた」の実現のために、市民参画・協働の仕組みを整え、今まで

以上に市民と共にまちづくりに取り組み、地域での総合的できめ細かな施策

の展開を図っていきたいと存じますので、市議会の御支援をはじめ、市民の

皆様の御理解と御協力をいただきますよう心からお願い申し上げます。 

 

平成22年 (2010年)３月 

 

吹田市長 阪 口 善 雄 
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非 核 平 和 都 市 宣 言 

真の恒久平和は、人類共通の願いである。 

 しかるに、近年、世界において軍備の拡張は依然として続け

られ、世界平和に深刻な脅威をもたらしていることは、全人類

のひとしく憂えるところである。 

 わが国は、世界最初の核被爆国として、また、平和憲法の精

神からも再びあの広島・長崎の惨禍を絶対に繰り返させてはな

らない。 

 吹田市は、日本国憲法にうたわれている平和の理念を基調に、

市民の健康で文化的な生活の向上をめざし“すこやかで心ふれ

あう文化のまち”づくりをすすめており、平和なくしては、そ

の実現はありえない。 

 よって、吹田市は、平和を希求する市民の総意のもとに、わ

が国の非核三原則が完全に実施されることを願うとともに、核

兵器の廃絶を訴え、ここに非核平和都市であることを宣言する。

 

  昭和58年(1983年)８月１日 

吹  田  市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 非核平和都市宣言モニュメント

 

 

 

 

 

 

 

健康づくり都市宣言 

 健康は、心ゆたかで活力に満ち充実した生活を営む

ための最も重要な基礎をなす市民共通の強いねがいで

あり、本市がめざす「すこやかで心ふれあう文化のま

ち」づくりの基本理念でもある。 

 本市は、この理念達成のため、市民の理解と参加を

得て、健康づくり都市の実現に向けてとりくむことを

ここに宣言する。 

 

  昭和58年(1983年)10月11日 

吹 田 市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
健康づくり啓発ブロンズ像 
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安心安全の都市

ま ち

づくり宣言 

 私たちのまちは、人々が互いに助け合い、思いやりながら共に生き、将来を

担う子どもたちが、すこやかに育つことのできる安心安全なまちでなければな

りません。 

 安心してくらすことのできる安全なまち、いつまでも誇りをもって住み続け

たいと思えるまちは市民みんなの願いです。 

 こうした想いをもとに、吹田市は、市民一人ひとりのつながりの輪を広げ、

市の将来像である“人が輝き、感動あふれる美しい都市
ま ち

 すいた”を目指し、

市民、企業、行政が力を合わせて「安心安全の都市
ま ち

づくり」に取り組むことを

ここに宣言します。 

 

   平成20年(2008年)３月14日 

                      吹  田  市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「安心安全の都市
ま ち

づくり宣言」シンボルマーク 

 

「安心安全の都市
ま ち

づくり宣言」モニュメント  
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１．計画策定の趣旨 

この実施計画は、本市のまちづくりの指針である吹田市第３次総合計画の実現をめ

ざすため、今後５か年に実施する事業をとりまとめたものです。 

 

２．計画の期間及び策定方法 

この実施計画の期間は、平成22年度（2010年度）から平成26年度（2014年度）まで

の５か年です。実施計画は、社会経済の情勢の変化や新たな課題に対応するため、毎年

度見直しを行い、次年度は、ローリング方式によって平成23年度（2011年度）からの

実施計画を策定します。 

 

３．計画の構成 

実施計画の構成は、第３次総合計画で示す施策の大綱に沿って各章を構成し、それ

ぞれの施策の体系に従って、建設事業関係及び制度等の施策関係に区分し記載しました。 

 

４．掲載に伴う基本的事項 

(1) 市が実施主体となって行う事業を中心に掲載しましたが、国・府等の事業について

も、市民生活に関連が深い主要な事業については一部掲載しました。 

(2) 事業内容欄及び摘要欄の【重点プログラム46の〇】及び【まちづくり推進ポリシー

136の〇】は、市の政策課題に位置付けられている「重点プログラム46」及び「まち

づくり推進ポリシー136」の番号を記載しています。 

(3) 建設事業関係については、施設の維持補修費的なものや車両などの大型備品購入費

等を除き、原則として全事業を掲載しました。 

(4) 制度等の施策関係は、新規の事業、施策内容を拡充する事業及び継続事業について、

各施策の取組状況を示すために、主要なもの、特徴的なものを掲載しました。 

(5) 事業名欄及び摘要欄等での（仮称）表示は省略しました。 

(6) 年度別事業費の年度（西暦）欄の22（10）…26（14）は、平成22年度（2010年

度）…平成26年度（2014年度）を略して記載しました。 

(7) 平成23年度（2011年度）以降の事業費は参考値であり、確定したものではありませ

ん。 

(8) 部門別建設事業費は、施策区分別に第二部の事業計画の建設事業関係の事業費を集

計しました。 

(9) ５か年の収支見通しは、平成22年度（2010年度）から平成26年度（2014年度）の
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普通会計の推計見込みとしました。 

(10) 事業名称を変更した事業及び終了・廃止した事業などについても末尾に掲載しまし

た。 

 

５．財政収支見通し 

本市の財政状況は、扶助費をはじめとする消費的経費が増加する中で、国の地方分

権改革により充分な財源や税源の移譲が行われないまま権限・責任が拡大しており、不

足する財源を財政調整基金の取崩しと赤字地方債の発行で補てんせざるをえない収支構

造が続いています。 

また、歳入の根幹である市税収入は、平成20年（2008年）秋のサブプライム・ロー

ン問題に端を発する世界的な経済・金融危機の影響による景気の急速な悪化に伴い、大

幅な減収となるなど、深刻な状況に陥ることが見込まれています。 

実施計画の推進にあたっては、平成12年度（2000年度）から10年間を計画期間とし

て、財政健全化計画（案）を策定し、議会や市民の理解を得ながら取り組んできました

が、こうした非常に厳しい財政状況の中、新たに平成22年度（2010年度）を開始年度

とする（仮称）第２期財政健全化計画（案）を策定し、持続可能な市民福祉の実現を図

るため、限られた財源を有効に活用し、政策の重要性に応じた財源配分を適切に行うな

ど、選択と集中に努め、さらなる改革に取り組んでいきます。 

この実施計画の部門別建設事業の概況と事業費については13ページに、５か年の収

支見通しは14ページに示しています。 

今後とも、基礎的財政収支の改善に努め、市債残高のさらなる削減を図り、普通建

設事業費に充当する一般財源をできるかぎり抑制するなど、自己決定、自己責任の考え

方のもとで自己経営を貫くための、健全な財政基盤の確立が何よりも急務であり、未来

世代に負担を先送りしない自主・自律の財政運営を図っていきます。 
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６．計画事業費 

Ⅰ．部門別建設事業費 

この表は、第二部の事業計画の建設事業関係を施策区分別に集計したもので、「国・

府支出金」及び「地方債」などは、原則として現行制度によって算出しています。 

なお、建設事業関係には、一般会計、下水道特別会計及び水道事業会計の各建設事

業を掲載しました。 

（単位：百万円） 

財  源  内  訳 

施 策 区 分 
事 業 費 

平成22～26年度
(2010～2014年度) 国・府支出金 地 方 債 その他財源 一般財源 

１．すべての人がいきいき輝く

まちづくり 
――――-  

２．市民自治が育む自立のまち

づくり 
２２８ １３ ０ ０ ２１５

３．健康で安心して暮らせるま

ちづくり 
７２３ ２８ ０ ０ ６９５

４．個性がひかる学びと文化創

造のまちづくり 
２０, ５０６ ４, ３００ ９, １５０ ５４９ ６, ５０７

５．環境を守り育てるまちづく

り 
２, ３９９ ５９９ ５５ １, ６５４ ９１

６．安全で魅力的なまちづくり ６５, ６３１ １５, １５２ ２５, ３５２ ９, ３６１ １５, ７６６

７．活力あふれにぎわいのある

まちづくり 
――――-  

基本計画推進のために １７ ０ ０ ０ １７

合   計 ８９, ５０４ ２０, ０９２ ３４, ５５７ １１, ５６４ ２３, ２９１

 

 



 

－  － 14

Ⅱ．５か年の収支見通し(普通会計) 

 

（単位：百万円） 

区   分 
平成22年度 

(2010年度) 

平成23年度

(2011年度) 

平成24年度

(2012年度) 

平成25年度 

(2013年度) 

平成26年度

(2014年度) 

市 税 ６０, ３４４ ６０, ２５６ ５９, ４６８ ５９, ８８１ ６０, ２４７ 

地 方 譲 与 税 等 ５, ２６９ ５, ２７７ ５, ４３７ ５, ４４６ ５, ４４６ 

経 常 経 費 充 当 分 ２７, ４４２ ２７, １６８ ２６, ９６７ ２７, ４３０ ２７, ４９７ 
その他 

の収入 建設事業費充当分(①) ８, ５６７ ９, １２０ ９, ６２１ １０, １２１ １１, ２２２ 

歳 入 合 計 （ Ａ ） １０１, ６２２ １０１, ８２１ １０１, ４９３ １０２, ８７８ １０４, ４１２ 

義 務 的 経 費 ６０, ９４４ ６０, ８３９ ６０, ４５１ ６０, ３２４ ５９, ８７３ 

建  設  事  業  費 ( ② ) １１, ３３７ １１, ４６４ １２, ０２６ １２, ７８６ １５, ８４９ 

そ の 他 経 費 ３５, １８０ ３５, ５６２ ３５, ３０２ ３９, ５９９ ４５, １２９ 

歳 出 合 計 （ Ｂ ） １０７, ４６１ １０７, ８６５ １０７, ７７９ １１２, ７０９ １２０, ８５１ 

収支差引（Ａ）－（Ｂ） －５, ８３９ －６, ０４４ －６, ２８６ －９, ８３１ －１６, ４３９ 

臨 時 財 政 対 策 債 ４, ０００ ０ ０ ０ ０ 
財源

措置 
財政調整基金繰入金 １, ８３９ ６, ０４４ ２, ０１８ ０ ０ 

実 質 収 支 ０ ０ －４, ２６８ －９, ８３１ －１６, ４３９ 

単 年 度 収 支 ０ ０ －４, ２６８ －５, ５６３ －６, ６０８ 

建設事業充当一般財源額 

(②) － (①) 
２, ７７０ ２, ３４４ ２, ４０５ ２, ６６５ ４, ６２７ 

財政調整基金年度末現在高 ８, ０５９ ２, ０１８ ０ ０ ０ 

 

今後の収支見通しでは、財政調整基金を全額取り崩しても、平成26年度(2014年度)に

は実質収支において164億３千９百万円の大きな赤字見込みとなっています。このため、

(仮称)第２期財政健全化計画(案)を策定し、財源不足の解消に向けた取組を推進していき

ます。 
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